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はじめに：ホスピタリストが遭遇する呼吸器病学
 1． 咳嗽
 2． 血痰喀血
 3． 呼吸器機能検査
［コラム］ バイオマーカー
 4． 気管支鏡
 5． 結核
 6． 非結核性抗酸菌症（NTM）
 7． びまん性肺疾患総論
［コラム］ 特発性肺線維症（IPF）の治療
 8． 急性に発症する間質性肺炎1；IIPs
 9． 急性に発症する間質性肺炎2；IIPs以外
［コラム］ 心不全と肺疾患（肺炎，びまん性肺疾患）との鑑別
 10． 喘息総論
［コラム］ 難治性喘息
 11． 安定期慢性閉塞性肺疾患（COPD）
 12． COPD増悪
［コラム］ LVRS（肺容量減少術）
［コラム］ 肺移植

呼吸器疾患の愁訴はホスピタリストが最も多く遭遇する問題です。超高齢
化社会を背景に，呼吸器疾患合併患者や呼吸機能低下患者が増え，ホス
ピタリストにもその対応が求められています。呼吸器疾患は，感染症，炎
症，自己免疫疾患，腫瘍，血管病変，職業性疾患など幅広い領域からなり，
まさにジェネラリストとしての力量が試されるでしょう。呼吸器専門医が
まだ少ない日本では，呼吸器領域の高い診療能力がホスピタリストに期待
されます。また，呼吸器専門医のいない病院では，まだ診断がついていな
い，緊急・重症の呼吸器疾患で一般病棟に入院する可能性があります。そ
の場合，ホスピタリストは，診断，検査，緊急治療を担い，必要であれば
すぐに専門家にコンサルトする，そのタイミングを見極めなければなりま
せん。そのためにはそれぞれのトピックにおける重要なポイントを整理す
るとともに，日本のガイドラインやその現状，問題点についても理解して
おくことが重要です。
呼吸器疾患の第一弾の本特集では，ホスピタリストが遭遇することの多

い徴候，疾患である，咳嗽，血痰喀血，結核，NTM，びまん性肺疾患，喘
息，COPDにテーマを絞りました。検査については，呼吸機能検査と気管
支鏡を扱い，画像診断検査については，各論の各項目に織り交ぜて扱いま
す。非専門医のジェネラリストとして，呼吸器疾患について知っておくべ
き知識をまとめ，現場で使える痒いところに手が届く内容を目指します。
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※誌面の都合により，内容が変わることがあります。

ジェット機の操縦からゲーム攻略まで，扱う対象
の大きさ，カテゴリーを問わず，世の中にはさま
ざまな「マニュアル」が存在します。マニュアル
とは，取扱説明書であり手引書，言うなれば，直
面した状況に対してどう対応するかを示した規
範。それだけに，使う人によってその価値が決ま
ってきます。どんなによい地図を持っていても，
目的地に行き着けない人がいます。逆に，眼前に
広がる地形から現在地を把握する山のエキスパー
ト。その違いは，地図に頼るのではなく，地図を
利用すること。それは，目的地に向けての「道筋
をつけていく力」を，判断・実践を繰り返し蓄積
しているからこそできるのではないでしょうか。
奥行きのあるテーマに道筋をつける本特集，
INTENSIVIST誌「End-of life」と合わせて読ま
れることをおすすめします。
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No.1 ホスピタリスト宣言
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